
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

政
府
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
そ
の
実
現
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

一
、
首
都
直
下
型
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
重
大
な
災
害
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
防
災
行
政
無
線
及

び
消
防
・
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
、
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
、
災

害
時
に
お
け
る
情
報
の
迅
速
、
正
確
か
つ
高
度
な
伝
達
が
真
に
可
能
な
も
の
と
な
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
財
政
力
の

弱
い
地
方
公
共
団
体
を
始
め
と
し
て
、
財
政
負
担
の
更
な
る
軽
減
も
含
め
、
計
画
が
達
成
可
能
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
支
援

に
万
全
を
期
す
こ
と
。 

 

二
、
電
波
利
用
料
制
度
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
新
技
術
の
導
入
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
な
ど
に
伴
う
電
波
の
利
用
状

況
等
の
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
つ
つ
、
予
算
規
模
及
び
料
額
の
算
定
に
つ
い
て
、
受
益
と
負
担
の
関
係
の
明
確
化
、
電
波
の

経
済
的
価
値
の
よ
り
適
正
な
反
映
及
び
負
担
の
公
平
確
保
に
よ
り
、
無
線
局
免
許
人
及
び
国
民
か
ら
の
理
解
を
十
分
得
ら
れ

る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
使
途
に
つ
い
て
、
そ
の
必
要
性
・
効
果
等
を
十
分
検
証
し
、
本
制
度
の
一
層
の
適
正
化
を
図
る

こ
と
。 

 

三
、
周
波
数
の
競
売
に
つ
い
て
は
、
免
許
手
続
の
透
明
化
や
歳
入
増
が
期
待
さ
れ
、
ま
た
、
新
規
参
入
や
市
場
競
争
を
促
進
し
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
や
国
際
競
争
力
の
強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
一
方
、
落
札
額
の
高
騰
に
よ
る
事
業

者
・
利
用
者
の
負
担
増
、
電
波
利
用
の
既
得
権
益
化
等
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
電
波
が
国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
つ
つ
、
国
民
全
体
の
便
益
を
考
慮
し
て
、
幅
広
く
意
見
を
聴
取
し
、
総
合
的
に
検
討
を
行
う
こ
と
。 

平
成
二
十
五
年
五
月
三
十
日 

参

議

院

総

務

委

員

会 



 
四
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・
ゼ
ロ
地
域
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
た
も
の
の
、
今
後
も
情
報
通
信
分
野
に
お
け
る
地
域
間
格
差

の
解
消
に
向
け
、
更
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
我
が
国
の
経
済
及
び
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
情
報
通
信
技
術
の
利
活

用
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
。 

 

五
、
災
害
時
に
お
け
る
情
報
通
信
の
重
要
性
に
鑑
み
、
東
日
本
大
震
災
等
の
教
訓
を
い
か
し
て
、
災
害
に
強
い
情
報
通
信
基
盤

の
構
築
に
努
め
る
こ
と
。 

 

右
決
議
す
る
。 


